詰めReversi_AIの使い方リバーシメモについて
・ソフトの概要

このソフトは、マイクロソフト社のVisual Basicで作られています。普通のWindows10マシンでは、そのまま動きますが、もし動かない場合は、
https://dotnet.microsoft.com/download/dotnet-framework
にあります、「.NET Framework」のランタイムのソフトをインストールしておく必要があります。
ウイルス対策ソフトのウイルス対策を無効にしてから、実行してください。ウイルスと間違われて、削除されます。使用時間の間は、止めてください。


２）R_solveが実行ファイルですが、ダブルクリックすると最初は
[image: ]

が表示されます。
ここで、詳細情報をクリックしてから、実行キーを押すと、アプリが実行されます。

詰め問題があるとき、それをペイントブラシに画像をハードコピーし、適当なファイル名で保存します。マウスのドラッグアンドドロップで、ソフトについている画像取り込みに、入力し、盤面の左上から右下までを、マウスの左クリックのドラッグアンドドロップで範囲指定すると、盤面がソフトに取り込まれます。
そのまま、搭載されているAIを相手に、詰め問題にチャレンジできますし、タイトルを記入して、データを送るボタンを押せば、白番５空き、黒番６空き、白番７空き、黒番8空き、白番9空き、黒番10空きの列に、盤面データが送られます。そのボタンを押せば、再びAI相手に、詰め問題にチャレンジできます。
答えを解く場合には、解く（Solve）ボタンを押せば、答えが得られます（但し、10空きについては、時間がかかりますので、他のソフトを利用した法が良いでしょう）。解くボタンを押す際に、完全解法（Complete）をチェックすると、複数の正しい手順がある場合に、選んで、その回答が得られます。
なお、詰め問題を、競争して解く場合に、このソフトを利用して、不正をするのは、やめてください。

なお、データはreversi_halfway_data.CSVに保存され、これを使ってR_solve.exeのソフトは動きます。ソフトが正常に動くためには、必ず、このCSVファイルが閉じられていることが、必須です。

１．	画像取り込みによる、データ入力
１）	詰め問題の画像の保存
インターネットのブラウザに、詰め問題が表示されている状態でFn＋PrintScを押します。そして、ペイントブラシを起動して左上の貼り付けを押し、この画面を、日付などの適当なファイル名に保存します。Pngファイル形式が、適当です。
２）	このソフトの右側に、Picturesというボタンがあります。これを押してください。取り込みフォームが起動します。このファームの大きい四角形の中へ、先ほど保存したファイルを、エクスプローラを利用して、ドラッグアンドドロップします。
３）	画像がカラーの場合は、Colorチェックボックスのチェックが入っているので、このままでよいですが、白黒の場合は、Colorチェックボックスのチェックを外してください。
４）	盤面の外枠四角形の内側の左上を、マウスで左マウスダウンして、そのまま外枠四角形の内側の右下で左マウスアップします。選んだ範囲が、フォームの左上の四角形内に表示され、同時に下の横長のボックスに、a1,a2・・・・h7,h8,手番として、白がOで、黒が *、空が-で表現されたものが、表示され、同時に、本体のフォームの盤面の下の横長のボックスにも、同様のものが表示されます。
５）	Startボタンを押します。もし、取り込みがうまくいっていましたら、盤面に、画像ファイルにある盤面と同じ盤面が表示されます。
６）	ここからAI相手に、チャレンジできます。また、データをボタンに保存する場合は、盤面の下の横長のボックスに、最初の盤面が表示されている状態で、Memoのボックスにタイトルを入力し、そのまま、データを送る（Send data）ボタンを押してください。本体のフォームには、W5,B6,W7,B8,W9,B10,Others,Othersがタイトルとしてありますが、それぞれ、白番5個空き、黒番6個空き、白番7個空き、黒番8個空き、白番9個空き、黒番10個空き、その他、その他で、自動的に振り分けられて、ボタンに記録されます。もし、このボタンへ送りたいという場合は、データを送るボタンの上の２つのAutoで、座標を選んで、送ってください。右にa-h、下に1-26です。
７）	もしうまく、場面が取り込めなかった場合は、再度3）から繰り返してください。

２．	手動による場面設定
１）	本体の右上のSet Modeのチェックボックスにチェックを入れ、Setupの中にあるBlack Disc、White Disc、Blankを選んで、盤面のディスクを置く場所を、左クリックして、盤面を作ってください。
２）	作り上げたら、Playの中で、黒白の手番を選んでから、Startボタンを押してください。
３）	盤面の下の横長のボックスに、盤面を記号化されたものが、表示されます。後は上の６）からと同じです。
　　
３．	盤面チャレンジ
送ったボタンに、タイトルが表示されていますので、そのボタンを押して、盤面が表示されます。AI相手に、勝ってください。
４．	データ削除やタイトルデータを送る方法、ラベルの修正方法について
１）データ削除をしたい時には、Picturesボタンの下にある、データ削除（Delete data）のチェックボックスにチェックを入れてから、該当するボタンを押します。
２）タイトルデータだけを送る方法は、タイトル名だけをMemoへ入力し、8×26個の該当ボタンを右クリックで押すと、タイトルが送れます。また、8個のラベルも、同様に送れます。

5．ボタン間のデータ変換とデータ消去
ボタン間のデータ変換は、あるボタンの上にカーソルを置き、マウスの右クリックをして、ドラッグアンドドロップの要領で、違うボタンにドロップしますと、そのボタン間で、データが変換されます。このようにして、容易にデータの位置を変えて、ボタンを整理することができます。
データを消去したい場合には、そのボタンを右クリックしてドラッグアンドドロップの要領で、ボタンの外の枠へドロップしますと、そのボタン間のデータが消去されます。

6．盤面を解く
１）答えを導きたい場合、チャレンジを開始する場面で、解く（Solve）ボタンを押します。このあと、初期化ボタンは押さないでください。
２）完全解法の上のSolve Showのラベルが、色を緑と赤と交互に変えて、ソフトが解いていきます。ここの過程は、10個空きでは、申し訳ありませんが、かなり時間がかかります。色が消えますと、答えは、Memoのボックス内に表示されます。
３）完全解法チェック（Complete）ボックスにチェックを入れて解く（Solve）ボタンを押しますと、同じ評価値の時に、選択することが求められます。この機能を使って、完全解法してください。答えはMoveボックスの中に示されます。

7．ボーナス１
１の４）ないし２の２）で、本体のフォームの盤面の下の横長のボックスに表示された、盤面の記号は、ソフトのNBoardで、Edit→Paste Boardで、このソフト上に、同じ盤面が表示されます。

8.　ボーナス２
１）AIに負けた場合（詰め問題に失敗した場合）に１－２回で青色、３－４回で黄緑色、５－６回で黄色、7回以上で赤色に、ボタンの色が変わります。これは、Color clearチェックボックスにチェックを入れてボタンを押すと、色は消えます。All Color Clearのボタンを押しますと、全ての色が、消えます。
２）タイトルに!マークを付けますと、ボタンの色がピンク色になります。

無断で本ソフトウエアの配布、再配布をすることを禁止いたします。

・作者への連絡先(メールアドレス、掲示板 等)
　kojiro_i6191@yahoo.co.jp
・取り扱い種別(フリーソフト、シェアウェア 等)
フリーソフト

・動作環境
Windows10

・インストール・アンインストール方法
インストールは、フォルダをコピーするだけ、アンインストールは、フォルダを削除

・お願い
　本ソフトはフリーソフトとしていますが、作者は、このソフトを使用される方々に、地球温暖化防止のためのWWF-Japanへのいくばくかの寄付
https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/3535.html
或いは、ユニセフ
https://www.unicef.or.jp/cooperate/coop_monthly2.html?cd=pc128&utm_source=yahoo_m&utm_medium=cpc&utm_campaign=monthly&yclid=YSS.1000074060.EAIaIQobChMI9f_GvcGQ7QIVUj5gCh0CrgJNEAAYASAAEgI2jfD_BwE
或いは、国境なき医師団
寄付・募金をお考えの方へ｜国境なき医師団日本 (msf.or.jp)

をお願いします。


Ver1.1　CompleteでのSolve後のエラーを訂正　　(2022/1/28)
Ver1.2　データ転送でのエラーを訂正　　　　　　（2022/1/31)
Ver1.3  タイマーリセットの不具合を訂正　　　　 (2022/2/16)
image1.png
Windows [C&DT PC hiREENE lJ-
=

Microsoft Defender SmartScreen (#2287 S U Die#iE ik UEE
Ulz. COPTVERITIBE, PCHBRICESEN BTN HDE
T

SR





